
【学校通信】

１学期の登校は７０日。始業式から今日まで３５日でちょうど
半分が過ぎ，夏休みに入る終業式まであと３５日になります。
１年生もすっかり小学校生活に慣れ，２年生から６年生まで
のお兄さんお姉さんたちも新学年での大きな成長を感じます。

【１・２年交通安全教室】
藤岡警察署のおまわりさんから教えていただきました。

日 曜 行 事 等

1 月 小中あいさつ運動

５ 金 心臓検診（１年）

６ 土 環境整備作業8:30～１０：００
＊児童・教職員・保護者・地域の
皆さんにもご協力いただき，鬼石
北小の環境整備作業を行います。
ご参加いただける方は，学校へ
ご連絡ください。(℡52-2754)

９ 火 プール開き

１０ 水 ふじまる巡回図書

１１ 木 鬼石わくわくネットワーク
読み聞かせ

１５ 月 八塩あじさい園散策AM（全校）
＊子どもたちと一緒にあじさい
園を歩いてくださる方を募集して
います。保護者・地域の皆さん，
ご協力いただける方は，学校へ
ご連絡ください。(℡52-2754)

１７ 水 藤岡歴史館・古墳群見学（６年）

鬼石わくわくネットワークボラン
ティアの集い19:00～20:30
＠鬼石地域づくりセンター
＊読み聞かせ，園芸，登下校見
守りなど，学校でボランティアに
ご協力いただける方を募集して
います。お気軽に学校へお問い
合わせください。(℡52-2754)

２２ 月 人権集会
（人権集中学習期間スタート）
💗22(月)～26(金)を前期人
権集中学習期間とし，学活や道
徳の時間，児童集会で，人権に
ついてあらためて考える機会に
していきます。
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１学期折り返し･･･みんながんばっています！

“自立・貢献”の一コマを紹介します！

【３・４年人権の花運動】
人権擁護委員の方から届けられた「人権の花」の種を植
えました。草花を育てながら思いやりの心を育みます。

【５・６年プール清掃】
水泳学習に向けて，鬼石小プールを一緒に清掃しました。

鬼石北小の日常は，ホームページ
で紹介しています。子供たちの活躍
や学校の様子をどうぞご覧ください。

https://10209.schoolweb.ne.jp/1010010

来月の予定

https://10209.schoolweb.ne.jp/1010010


鬼石地区「自立・貢献」のためのアクションプラン
４つの重点より 【健康づくり】

「健康づくり」の学校の取組として「望ましい生活習慣の確立」をめざして学習を進めています。
５月２６日（火）に学校保健委員会で「おなか元気教室」を開催し，全校で考える機会をもちました。はじめに
保健委員会より，生活のリズムがよくないと，朝ご飯をちゃんと食べられなかったり，
うんちが出なくなったりすること，そしておなかが痛くなってしまうことがあることが，
劇で発表され，そういう経験をしている人も多く，課題を自分事としてとらえることが
できました。講師は（株）ヤクルトから来校され，おなか（胃・小腸・大腸）について，
うんちについて，おなかにすんでいるいろいろな菌について，教えていただきました。
まとめとして「早寝・早起き・朝ご飯・朝うんち」が大切ということが分かり，個人で
“元気宣言”をし，班で，全体で，共有しました。健康づくりの第一歩，よい生活習慣
の確立をがんばっていきます。ご家庭でもお声かけ・ご支援をお願いします。

４月２２日(水)避難訓練(火災想定)

今年度１回目の避難訓練は火災の想定で，校内の
避難経路を確認しました。１年生にとっては鬼石北小
ではじめての避難訓練，上級生にとっても新しい学年
の教室からの避難経路や避難方法を確認する機会
になりました。「大切な命を自分で守る」意識で真剣
に取り組んでいました。

“大切な命を自分で守る” 避難訓練・引き渡し訓練お世話になりました

5月２８日(木)避難訓練(地震想定)

鬼石一貫合同引き渡し訓練

今年度２回目の避難訓練は大きな地震の想定で，
鬼石一貫校合同の引き渡し訓練とあわせて実施しま
した。大きな災害が起きた場合には，学校も通学路等
も安全が確保できない状況になることが考えられま
す。そうした想定の下で子供たちを保護者に無事に
引き渡すことができるように訓練を行いました。

子供たちは，「頭を守る」を第一に，机の下に入った
り，帰りの用意も済んでいたのでヘルメットをかぶっ
たり，自分で考えて行動することができました。

保護者の皆様には，最善の方法で迎えに来ていた
だいたことで，子供たち全員を無事に引き渡すことが
できました。ご協力ありがとうございました。

災害は起きてほしくないことですが，非常時に「命を守る」行動ができるように，避難訓練を
しておく，平常時から避難について家族で話して確認しておくなど，考える機会にしていけると
よいと思います。

鬼石北小出身の先輩
が養護教諭の実習に
きていました！


